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受
診
と
聴
取
―
日
本
語
雑
記
・
六
―
工
藤
力
男
我
が
せ
こ
に
あ
が
恋
ひ
を
れ
ば
萬
葉
集
を
少
し
勉
強
し
た
人
な
ら
、
た
い
て
い
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
に
、
動
詞
「
恋
ふ
」
の
取
る
格
助
詞
が
後
代
と
は
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
巻
第
十
一
の
作
者
不
明
歌
、
あ
我
が
せ
こ
に
吾
が
恋
ひ
を
れ
ば
我
が
や
ど
の
草
さ
へ
思
ひ
う
ら
ぶ
れ
に
け
り
こ
の
歌
の
第
一
句
は
原
文
が
「
我
背
児
尓
」
な
の
で
、「
わ
が
せ
こ
に
」
の
訓
は
動
か
な
い
。
こ
の
歌
は
、
第
三
の
勅
撰
集
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
巻
第
十
三
に
人
麻
呂
の
作
と
し
て
次
の
形
で
載
っ
て
い
る
。
我
が
せ
こ
を
我
が
恋
ひ
を
れ
ば
我
が
や
ど
の
草
さ
へ
思
ひ
う
ら
枯
れ
に
け
り
奈
良
朝
和
歌
と
平
安
朝
和
歌
の
間
で
、
動
詞
「
恋
ふ
」
の
取
る
格
助
詞
が
「
に
」
か
ら
「
を
」
に
変
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
格
助
詞
だ
け
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
完
了
の
助
動
詞
の
承
接
も
変
わ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
自
動
・
受
身
的
な
無
意
志
性
動
詞
へ
の
接
続
を
原
則
と
す
る
「
ぬ
」
か
ら
、
他
動
・
使
役
的
な
有
意
志
性
動
詞
へ
の
接
続
を
原
則
と
す
る
「
つ
」
へ
の
変
化
で
あ
る
。
紫
の
帯
の
結
び
も
解
き
も
見
ず
も
と
な
や
妹
に
恋
ひ
わ
た
り
な
む
（
萬
葉
集
・
巻
第
十
二
）
飽
か
ず
し
て
君
を
恋
ひ
つ
る
涙
こ
そ
浮
き
み
沈
み
て
あ
り
渡
り
つ
れ
（
新
撰
萬
葉
集
・
下
）
我
が
師
佐
竹
昭
広
は
、
昭
和
四
十
三
年
の
論
文
「「
恋
ふ
」
の
歴
84
史
」
で
、「
君
を
恋
ひ
つ
」
と
「
君
に
恋
ひ
ぬ
」
と
の
構
造
的
な
意
味
は
、「
酒
を
飲
み
つ
」
と
「
酒
に
飲
ま
れ
ぬ
」
く
ら
い
の
懸
隔
が
あ
る
は
ず
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。
基
礎
語
と
い
う
べ
き
「
恋
ふ
」
な
の
に
、
か
か
る
変
化
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
格
支
配
は
変
わ
る
社
会
の
変
化
に
伴
っ
て
人
間
の
意
識
が
変
わ
り
、
意
識
の
変
化
に
つ
れ
て
語
の
意
味
が
変
わ
る
。
格
支
配
の
変
化
も
い
ろ
い
ろ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
古
代
、「
そ
む
く
」
は
ヲ
格
支
配
が
一
般
で
あ
っ
た
が
、
中
世
以
降
、
ニ
格
支
配
が
優
勢
に
な
っ
た
。
や
は
り
中
世
の
「
乗
る
」
に
は
、「
舟
に
乗
る
」
の
よ
う
な
自
動
詞
用
法
と
、「
舟
を
乗
る
」
の
よ
う
な
他
動
詞
用
法
が
あ
っ
た
。「
別
る
」
が
、
古
く
は
一
般
に
ヲ
格
支
配
の
動
詞
で
あ
っ
た
こ
と
は
高
等
学
校
の
古
典
の
時
間
に
学
ぶ
。
古
今
和
歌
集
仮
名
序
の
「
か
つ
は
人
の
耳
に
お
そ
り
、
か
つ
は
歌
の
心
に
恥
ぢ
思
へ
ど
」
に
見
え
る
、「
お
そ
る
」
の
格
支
配
の
変
化
は
、
同
じ
心
理
作
用
を
表
わ
す
動
詞
に
起
こ
っ
た
点
で
も
「
恋
ふ
」
の
ば
あ
い
に
通
ず
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
に
は
長
い
時
間
を
要
し
、
二
つ
以
上
の
助
詞
が
共
存
し
て
語
義
の
微
妙
な
差
異
を
担
い
も
す
る
の
で
、
古
典
の
読
解
に
は
細
心
の
注
意
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。
現
代
語
に
つ
い
て
は
、〈
国
立
国
語
研
究
所
資
料
集
・
７
〉『
動
詞
・
形
容
詞
問
題
語
用
例
集
』（
昭
４６
）
に
、
国
語
辞
書
十
二
点
に
よ
る
「
自
他
の
決
め
に
く
い
動
詞
」
五
百
三
十
余
の
語
の
表
が
あ
り
、
四
百
八
十
余
の
動
詞
に
つ
い
て
「
自
・
他
の
決
定
に
参
考
と
な
る
用
例
」
が
あ
げ
て
あ
る
。
そ
の
一
端
を
示
そ
う
。
〔
自
〕
何
物
を
も
有
せ
ぬ
細
君
に
甘
ん
じ
る
と
云
ふ
事
（
蒲
団
）
〔
他
〕
肉
体
の
死
苦
を
甘
ん
じ
る
と
云
ふ
事
が
（
青
銅
の
基
督
）
〔
自
〕
此
れ
が
最
も
穿
つ
た
観
察
で
あ
る
か
も
（
春
琴
抄
）
〔
他
〕
岸
壁
の
二
分
の
一
を
穿
つ
て
居
た
。（
恩
讐
の
彼
方
に
）
前
後
の
文
脈
を
削
っ
て
掲
げ
た
が
、「
な
ぜ
こ
れ
が
？
」
と
思
う
も
の
も
あ
る
。
要
す
る
に
助
詞
「
を
」
を
取
れ
ば
他
動
詞
、
し
か
ら
ざ
る
は
自
動
詞
と
い
う
判
定
ら
し
い
。
わ
た
し
は
こ
の
処
理
に
納
得
し
が
た
い
。
格
支
配
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
例
え
ば
「
好
き
」
の
品
詞
性
の
よ
う
な
問
題
も
あ
る
。
動
詞
「
好
く
」
は
、
中
世
に
は
「
ニ
好
く
」
の
形
が
一
般
で
、
心
が
引
か
れ
て
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
状
態
を
言
い
、
奈
良
時
代
の
「
ニ
恋
ふ
」
に
似
た
性
質
の
語
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
「
ヲ
好
く
」
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
他
動
詞
性
は
な
か
な
か
発
達
し
な
か
っ
た
。
今
は
、
主
格
助
詞
「
が
」
を
取
る
形
容
動
詞
「
好
き
だ
」
の
語
幹
用
法
が
最
も
安
定
し
て
い
る
。
今
後
も
動
詞
85
と
し
て
発
達
す
る
こ
と
は
多
く
あ
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
に
、
動
詞
の
格
支
配
の
変
化
は
個
別
的
な
現
象
の
性
質
こ
と
ば
の
か
よ
い
じ
が
強
い
。
江
戸
時
代
の
本
居
春
庭
『
詞
通
路
』
を
は
じ
め
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
傾
向
や
法
則
を
把
握
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
本
稿
の
材
料
は
、
特
定
の
人
の
使
用
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
、
多
く
は
新
聞
・
放
送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
た
。
特
記
し
な
い
新
聞
は
朝
日
新
聞
の
東
京
・
名
古
屋
の
各
本
社
版
、
夕
刊
に
は
「
夕
」
を
小
書
き
す
る
。
見
出
し
と
本
文
を
並
記
す
る
と
き
、
見
出
し
の
頭
に
◎
を
つ
け
る
。
紀
年
は
元
号
に
よ
り
、
昭
和
・
平
成
の
頭
字
で
略
記
す
る
こ
と
が
あ
る
。
括
弧
書
き
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
元
号
に
よ
る
年
月
日
で
あ
る
。
を
受
診
昨
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
病
院
や
診
療
所
が
大
忙
し
で
、
患
者
数
、
感
染
予
防
対
策
の
報
道
も
き
り
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
拾
っ
た
ラ
ジ
オ
第
一
放
送
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
る
。
ど
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
の
が
よ
い
か
（21.5.7
七
時
）
別
の
病
院
を
受
診
（21.6.25
十
三
時
半
）
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
の
メ
モ
は
右
の
二
例
と
違
う
。
×
×
病
院
で
受
診
（21.10.14
）
不
明
な
箇
所
や
尻
切
れ
が
あ
る
の
は
、
台
所
仕
事
の
傍
ら
に
聞
い
た
走
り
書
き
ゆ
え
で
あ
る
。
耳
を
目
に
代
え
て
朝
日
新
聞
の
紙
面
を
少
し
見
よ
う
。
軽
症
で
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
も
な
く
（21.5.1
東
京
夕
）
横
浜
市
内
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
の
は
（21.5.2
東
京
）
右
の
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
と
同
じ
表
現
で
あ
る
。
一
連
の
報
道
を
追
っ
て
ゆ
く
と
、
同
じ
新
聞
で
も
違
っ
た
顔
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
東
京
朝
日
の
第
一
面
筆
頭
記
事
「
新
型
イ
ン
フ
ル
・
メ
キ
シ
コ
」
の
中
に
、「
専
門
医
証
言
」
と
題
す
る
小
さ
な
記
事
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。
高
額
の
負
担
に
つ
な
が
る
医
療
機
関
で
受
診
せ
ず
（21.5.5
）
そ
の
六
日
後
の
第
一
面
、「
台
湾
で
も
２
人
」
の
記
事
に
は
左
記
の
よ
う
に
あ
る
。
成
都
へ
の
機
内
で
症
状
が
出
た
た
め
到
着
後
に
病
院
で
診
察
を
受
け
（21.5.11
）
こ
ち
ら
の
「
病
院
で
診
察
を
受
け
」
を
縮
約
す
る
と
「
病
院
で
受
診
し
」、
す
な
わ
ち
、
メ
キ
シ
コ
の
「
医
療
機
関
で
受
診
」
と
同
じ
文
型
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
と
は
、
こ
の
た
び
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
報
道
に
限
ら
な
い
。
六
86
年
前
の
朝
日
新
聞
に
は
、「
ス
ギ
花
粉
症
の
患
者
が
早
く
も
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
」
と
あ
る
（16.12.26
）。
わ
た
し
が
学
ん
だ
日
本
語
で
は
、「
病
院
／
医
療
機
関
で
受
診
」
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
る
に
今
は
、
右
に
掲
げ
た
よ
う
に
、「
病
院
／
医
療
機
関
を
受
診
」
が
大
流
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
を
聴
取
昨
年
は
、
衆
議
院
の
総
選
挙
、
政
権
交
替
な
ど
、
政
治
を
め
ぐ
る
話
題
も
事
か
か
な
か
っ
た
。
ほ
か
に
、
民
主
党
の
小
沢
一
郎
衆
議
院
議
員
の
政
治
資
金
疑
惑
が
さ
か
ん
に
報
ぜ
ら
れ
た
。
年
が
明
け
て
出
現
し
た
の
が
、
小
沢
議
員
自
身
と
秘
書
に
対
す
る
事
情
聴
取
に
関
す
る
報
道
で
あ
る
。
特
捜
部
は
小
沢
氏
を
１
月
２３
日
に
事
情
聴
取
し
た
が
、
不
透
明
部
分
が
残
る
と
し
て
、
再
聴
取
を
行
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
（22.2.2
東
京
讀
賣
）
右
の
「
小
沢
氏
を
１
月
２３
日
に
事
情
聴
取
」
が
、
わ
た
し
に
は
不
自
然
に
感
じ
ら
れ
る
。
「
事
情
聴
取
」
か
ら
「
事
情
」
を
削
っ
た
の
が
、
郵
便
料
金
の
不
正
に
か
か
わ
る
、
厚
生
労
働
省
村
木
局
長
の
冤
罪
事
件
の
記
事
に
も
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
特
捜
部
が
、
口
添
え
し
た
と
見
て
い
た
国
会
議
員
を
聴
取
し
た
の
は
、
村
木
被
告
を
起
訴
し
た
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
（22.9.11
Y
O
M
IU
R
I
O
N
LIN
E
「
社
説
」）
こ
の
表
現
で
わ
た
し
が
留
意
し
た
早
い
例
は
、
八
年
前
の
産
經
新
聞
の
見
出
し
に
あ
っ
た
。
東
京
地
検
ム
ル
ア
カ
秘
書
を
聴
取
鈴
木
議
員
偽
証
な
ど
裏
付
け
か
（14.7.26
）
昨
年
、
韓
国
の
前
大
統
領
の
疑
惑
報
道
に
も
あ
っ
た
。
韓
国
・
ロ
前
大
統
領
を
聴
取
（21.5.1
東
京
朝
日
）
こ
れ
は
第
十
一
面
の
ト
ッ
プ
記
事
の
見
出
し
で
あ
る
。
一
つ
の
報
道
に
「
を
」「
か
ら
」
の
並
存
す
る
こ
と
も
あ
る
。
産
經
新
聞
の
ネ
ッ
ト
配
信
記
事
で
、
見
出
し
と
本
文
で
格
支
配
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
◎
大
久
保
を
聴
取
東
京
地
検
大
久
保
隆
規
被
告
（
４８
）
か
ら
任
意
で
事
情
聴
取
を
始
め
た
。
（22.1.5
）
同
じ
事
例
は
、
六
年
前
の
朝
日
新
聞
東
京
本
社
版
に
も
あ
っ
た
。
◎
三
菱
ふ
そ
う
前
会
長
を
聴
取
車
輪
脱
落
証
拠
隠
滅
容
疑
も三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
の
宇
佐
美
前
会
長
（
１６
日
辞
87
任
）
か
ら
事
情
聴
取
を
始
め
た
模
様
だ
。（16.4.25
）
見
出
し
に
「
を
」、
本
文
に
「
か
ら
」
と
あ
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
。
右
の
二
つ
の
記
事
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
の
は
、
字
数
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
意
欲
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
見
出
し
の
字
数
を
少
な
く
し
た
い
と
き
、
格
助
詞
の
カ
ラ
に
代
え
て
ヲ
を
使
う
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
新
聞
記
者
に
と
っ
て
、
カ
ラ
と
ヲ
は
同
義
の
助
詞
で
あ
る
ら
し
い
。
無
理
に
字
数
を
減
ら
し
た
り
揃
え
た
り
す
る
た
め
に
、
特
に
新
聞
の
見
出
し
に
変
な
日
本
語
が
出
現
し
や
す
い
こ
と
は
、
先
に
本
誌
二
百
一
号
の
「
新
聞
醜
悪
録
続
貂
（
承
前
）
―
―
言
語
時
評
・
十
六
―
―
」
に
書
い
た
。
本
節
の
「
何
某
を
聴
取
」
は
、
前
節
に
見
た
「
医
療
機
関
を
受
診
」
と
同
じ
く
、
わ
た
し
の
学
ん
だ
日
本
語
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
い
つ
の
間
に
か
変
化
し
て
い
た
の
だ
。
そ
れ
が
変
化
し
た
の
は
な
ぜ
か
、
い
つ
か
ら
か
、
ど
の
よ
う
に
か
。
少
年
層
の
言
語
意
識
調
査
か
ら
前
の
二
節
で
着
目
し
た
現
象
に
つ
い
て
、
若
い
世
代
の
使
用
実
態
が
知
り
た
い
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
秋
、
い
く
つ
か
の
中
学
・
高
校
の
国
語
科
教
員
に
、
左
記
の
言
語
意
識
調
査
を
依
頼
し
た
。
問
次
の
文
の
空
欄
に
、
あ
な
た
が
ふ
だ
ん
使
う
語
（
助
詞
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
所
要
時
間
は
十
分
ほ
ど
で
お
願
い
し
ま
す
。
一
来
年
、
友
だ
ち
の
花
子
さ
ん
は
三
つ
、
わ
た
し
は
四
つ
の
大
学
（
）
受
験
し
ま
す
。
二
今
度
の
レ
ー
ス
に
参
加
す
る
た
く
さ
ん
の
ヨ
ッ
ト
が
、
港
（
）
出
入
り
し
て
い
ま
す
。
三
十
月
一
日
、
京
都
駅
（
）
発
着
す
る
列
車
か
ら
全
車
両
が
禁
煙
に
な
り
ま
す
。
四
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
診
療
所
（
）
受
診
し
た
人
は
二
百
人
に
上
っ
た
。
五
わ
た
し
は
結
婚
式
の
日
取
り
の
よ
し
あ
し
（
）
固
執
し
ま
せ
ん
。
六
強
豪
を
相
手
に
し
て
、
悔
い
の
な
い
活
躍
（
）
期
待
し
ま
す
。
七
お
も
し
ろ
い
の
で
、
時
間
を
忘
れ
て
そ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
（
）
読
み
ふ
け
り
ま
し
た
。
八
政
府
は
、
事
態
の
成
り
行
き
（
）
注
視
し
て
い
ま
す
。
九
県
警
は
、
収
賄
の
疑
い
で
Ａ
議
員
の
秘
書
（
）
聴
取
す
る
予
定
で
す
。
十
人
々
は
、
長
く
待
ち
望
ん
で
い
た
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
名
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画
（
）
見
入
っ
て
い
ま
す
。
調
査
の
本
命
は
四
と
九
で
あ
る
が
、
回
答
者
が
そ
れ
を
意
識
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
他
の
語
も
交
え
た
。
つ
い
で
に
漢
語
と
和
語
と
で
ど
ん
な
差
が
出
る
か
も
考
え
て
作
成
し
た
。
甲
府
、
大
垣
、
水
戸
の
高
等
学
校
各
一
、
東
京
に
あ
る
中
学
高
校
一
貫
校
二
つ
の
協
力
で
、
七
百
通
近
い
回
答
を
得
た
。
四
「
受
診
」
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
地
域
差
ら
し
き
も
の
が
見
え
た
。
甲
府
・
水
戸
と
も
に
、
ヲ
が
デ
の
約
三
割
増
に
過
ぎ
な
い
が
、
大
垣
で
は
ヲ
が
デ
の
二
倍
、
東
京
で
は
反
対
に
ヲ
が
デ
の
三
割
減
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
思
い
当
た
る
こ
と
は
な
い
。
九
「
聴
取
」
に
つ
い
て
は
、
カ
ラ
と
回
答
し
た
数
は
い
ず
れ
の
学
校
も
ご
く
少
な
い
が
、
カ
ラ
の
回
答
が
上
級
学
年
に
偏
る
傾
向
が
あ
る
。
な
お
、
和
語
の
複
合
動
詞
は
、
十
の
「
見
入
る
」
で
は
上
級
学
年
ほ
ど
ニ
が
多
く
な
る
。
古
文
学
習
の
影
響
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
七
「
読
み
ふ
け
る
」
で
は
、
ヲ
が
ニ
の
二
倍
ほ
ど
で
あ
る
。
漢
語
「
受
診
」
の
構
造
は
「
診
察
を
受
け
る
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
サ
変
動
詞
に
し
た
「
診
療
所
を
受
診
す
る
」
で
は
、
「
診
療
所
を
診
察
を
受
け
る
」
の
意
味
に
な
る
。
近
年
の
日
本
語
は
そ
れ
を
認
め
る
ら
し
い
な
の
だ
。「
病
院
で
内
科
を
受
診
し
た
」
の
よ
う
な
表
現
も
な
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、「
病
院
で
」
が
既
に
あ
っ
て
、
デ
は
用
い
に
く
い
か
ら
だ
ろ
う
が
、
内
科
は
病
院
の
一
部
局
に
す
ぎ
な
い
の
で
、「
何
某
病
院
の
内
科
で
受
診
し
た
」
が
正
統
だ
ろ
う
。
漢
語
「
聴
取
」
は
、
上
字
下
字
と
も
に
動
詞
と
し
て
「
聴
き
取
る
」
と
解
す
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
こ
の
動
詞
の
対
象
は
、
人
物
・
機
関
・
組
織
な
ど
（
以
下
、
ヒ
ト
と
表
記
す
る
）、
事
情
・
意
見
な
ど
（
以
下
、
コ
ト
と
表
記
す
る
）
の
二
つ
が
あ
り
う
る
。
す
な
わ
ち
基
本
文
型
は
「
ヒ
ト
か
ら
コ
ト
を
聴
取
す
る
」
で
あ
る
。
だ
が
、
右
に
見
た
「
大
久
保
を
聴
取
」
な
ど
は
、「
ヒ
ト
か
ら
コ
ト
を
聴
取
」
の
傍
線
部
を
省
い
た
短
絡
表
現
で
、
今
そ
れ
が
著
し
く
流
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
デ
ー
タ
は
語
る
「
受
診
」
に
つ
い
て
は
「
医
療
機
関
で
」
か
ら
「
医
療
機
関
を
」
へ
、「
聴
取
」
に
つ
い
て
は
「
ヒ
ト
か
ら
」
か
ら
「
ヒ
ト
を
」
へ
の
変
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
確
か
な
数
値
き
く
ぞ
う
が
欲
し
い
。
そ
こ
で
、
朝
日
新
聞
社
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」
で
粗
い
調
査
を
試
み
た
。
初
め
に
、「
受
診
」
に
つ
い
て
昭
和
五
十
九
年
か
ら
五
年
ご
と
に
検
索
し
、
平
成
廿
二
年
八
月
末
日
ま
で
の
数
値
も
あ
わ
せ
て
掲
げ
た
。
昨
年
度
の
総
数
が
際
だ
っ
て
い
る
の
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
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行
の
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
そ
の
五
年
前
は
、「
で
受
診
」
と
「
を
受
診
」
は
拮
抗
し
て
い
た
が
、
続
く
五
年
の
あ
い
だ
に
完
全
に
逆
転
し
た
。
そ
し
て
今
年
は
遂
に
本
来
の
用
法
の
三
倍
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
昭
和
五
十
九
年
の
「
を
受
診
」
皆
無
の
意
味
は
大
き
い
。「
受
診
」
を
め
ぐ
る
言
語
風
景
が
四
半
世
紀
の
間
に
一
変
し
た
の
で
あ
る
。
「
聴
取
」
に
つ
い
て
も
五
年
ご
と
に
検
索
し
、
今
年
の
ぶ
ん
は
含
ま
な
い
。
基
本
的
な
類
型
「
ヒ
ト
か
ら
コ
ト
を
聴
取
」
の
、「
ヒ
ト
か
ら
」
が
「
ヒ
ト
を
」
に
変
わ
る
様
子
に
注
目
し
よ
う
。「
を
聴
取
」
の
格
支
配
の
変
化
は
四
半
世
紀
前
に
始
ま
っ
て
お
り
、「
を
受
診
」
の
そ
れ
よ
り
も
緩
や
か
で
あ
る
が
、
最
近
十
年
間
は
特
に
激
し
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
平
成
元
年
分
に
つ
い
て
、
見
出
し
と
本
文
と
で
助
詞
の
異
な
る
も
の
を
見
る
と
、「
ヒ
ト
を
聴
取
」
三
十
一
件
の
う
ち
の
二
件
、
い
ず
れ
も
見
出
し
に
は
「
を
」
が
あ
る
。
◎
労
働
省
元
幹
部
を
聴
取
リ
ク
ル
ー
ト
の
関
連
追
及
東
京
地
検
同
省
幹
部
か
ら
参
考
人
と
し
て
事
情
を
聴
い
た
模
様
だ
。
（1.14
）
◎
ダ
イ
キ
ン
社
長
を
聴
取
山
田
稔
社
長
（
６７
）
か
ら
参
考
人
と
し
て
事
情
聴
取
し
た
。
（3.8
）
見
出
し
に
カ
ラ
、
本
文
に
ヲ
を
用
い
る
逆
の
例
は
な
い
。
わ
た
し
の
推
測
は
当
た
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
二
語
の
格
支
配
は
確
実
に
変
化
し
て
い
る
。
辞
書
の
記
述
を
見
る
右
に
見
た
実
態
が
識
者
に
ど
れ
ほ
ど
把
握
さ
れ
て
い
る
か
、
手
っ
取
り
早
く
辞
書
に
就
い
て
見
よ
う
。
「
受
診
」
は
若
い
語
ら
し
い
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
は
、
明
治
四
十
五
年
、
森
鷗
外
『
羽
鳥
千
尋
』
に
名
詞
と
し
て
用
い
た
例
を
初
出
と
し
、
そ
こ
に
掲
出
さ
れ
た
三
つ
の
用
例
中
に
動
詞
の
例
は
な
い
。
や
や
詳
し
い
の
は
『
明
鏡
国
語
辞
典
』（
平
１５
）
の
「
成
人
病
検
査
を
―
す
る
」、『
三
省
堂
類
語
辞
典
』（
平
１７
）
の
「
内
科
で
―
す
る
」、『
大
辞
泉
』
第
三
版
（
平
１８
）
の
「
診
療
所
で
―
す
る
」、
２２
８７
２４０
２１
３５０
７４９
１６
１４６
１４７
１１
１１６
７７
６
２４
１１
平元
２１
３
昭５９
６
０
で受診
を受診
２１
４１
２２
４９
１６
５３
１６
６４
１１
５８
３２
３６
６
４６
４４
２９
平元
５５
５
３１
昭５９
１３
５
２
コトを聴取
ヒトから聴取
ヒトを聴取
90
い
ず
れ
も
基
本
文
型
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
四
年
ほ
ど
前
か
ら
辞
書
の
記
述
が
動
き
出
す
。『
現
代
国
語
例
解
辞
典
』（
平
１８
）
に
は
、
診
察
を
受
け
る
こ
と
。「
内
科
を
受
診
す
る
」「
早
期
受
診
」
「
受
診
票
」
と
あ
っ
て
デ
格
支
配
の
例
を
あ
げ
な
い
。
少
し
詳
し
い
の
は
『
岩
波
国
語
辞
典
』
第
七
版
（
平
２１
）
で
、
〔
名
・
ス
自
他
〕
診
察
を
受
け
る
こ
と
。「
内
科
で
―
す
る
」
「
内
科
を
―
す
る
」
と
あ
る
。
デ
格
支
配
の
用
例
を
先
に
あ
げ
た
の
は
い
い
が
、
デ
格
支
配
が
自
動
詞
で
、
ヲ
格
支
配
が
他
動
詞
だ
と
す
る
か
の
よ
う
な
扱
い
は
、
先
に
国
語
研
究
所
の
資
料
集
で
見
た
処
理
に
通
ず
る
杓
子
定
規
で
あ
る
。
補
足
説
明
が
な
い
の
も
惜
し
い
。
「
聴
取
」
に
つ
い
て
、
や
は
り
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
に
よ
っ
て
、
ラ
ジ
オ
や
無
線
の
「
聴
取
」
な
ら
ぬ
、
本
稿
で
論
じ
て
い
る
意
味
で
の
用
例
を
見
る
と
、『
正
法
眼
蔵
』
の
用
例
「
こ
の
心
性
を
聴
取
し
」
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
代
で
は
、
明
治
十
年
、
矢
田
挿
雲
『
江
戸
か
ら
東
京
へ
』
の
「
藤
屋
の
主
張
を
聴
取
し
」
を
あ
げ
て
い
る
。
小
さ
な
辞
書
で
は
、「
コ
ト
を
聴
取
す
る
」
型
の
例
を
あ
げ
る
の
が
一
般
で
あ
る
が
、『
大
辞
林
』
第
三
版
（
平
１８
）
に
「
ヒ
ト
か
ら
コ
ト
を
聴
取
す
る
」
型
の
作
例
「
被
害
者
か
ら
事
情
を
―
す
る
」
を
示
す
。『
学
研
国
語
大
辞
典
』（
昭
５４
）
は
、
火
野
葦
平
『
糞
尿
譚
』
か
ら
「
気
さ
く
な
阿
部
は
…
…
赤
瀬
か
ら
も
意
見
を
―
し
て
、
早
速
願
書
を
作
製
し
て
く
れ
た
」
を
引
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
近
年
の
辞
書
は
格
支
配
の
変
化
に
注
目
し
て
い
な
い
。
お
な
い
は
じ
め
去
り
し
九
月
、
小
内
一
さ
ん
の
『
て
に
を
は
辞
典
』（
三
省
堂
平
２２
）
が
出
た
。
文
庫
本
を
中
心
に
、
二
百
五
十
人
以
上
の
作
家
・
評
論
家
の
文
章
、
雑
誌
・
新
聞
な
ど
か
ら
用
例
を
採
集
し
て
六
十
万
の
結
合
語
例
を
載
せ
た
、
使
用
実
態
の
知
ら
れ
る
貴
重
な
労
作
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
受
診
す
る
」
の
結
合
語
は
「
病
院
で
」
の
み
、「
聴
取
す
る
」
の
ヲ
格
支
配
の
対
象
は
、「
意
見
／
経
過
／
事
情
／
捜
査
の
模
様
」、
す
べ
て
コ
ト
で
あ
る
。
変
化
の
背
景
を
考
え
る
本
稿
の
初
め
に
、
基
本
的
な
和
語
の
動
詞
に
起
こ
っ
た
格
支
配
に
つ
い
て
粗
描
し
た
が
、
漢
語
動
詞
に
は
さ
ほ
ど
大
き
な
格
支
配
の
変
化
は
な
い
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、「
案
内
」
な
ど
は
注
意
す
べ
き
漢
語
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
語
は
早
く
日
本
語
に
入
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
近
代
ま
で
に
、「
ヒ
ト
を
／
場
所
へ
／
場
所
に
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／
場
所
を
案
内
す
る
」
が
可
能
で
、
多
様
な
格
支
配
が
実
現
し
た
。
一
方
、
本
稿
で
考
え
て
い
る
用
法
の
「
聴
取
」
と
「
受
診
」
は
、
日
本
語
史
に
登
場
し
た
時
期
が
新
し
く
、「
案
内
」
ほ
ど
多
彩
に
用
い
ら
れ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
に
見
て
き
た
よ
う
な
格
支
配
の
変
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
い
か
に
解
釈
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
日
本
語
の
発
展
な
の
か
、
退
化
な
の
か
。
そ
う
考
え
て
あ
れ
こ
れ
模
索
し
て
い
る
の
だ
が
、
さ
っ
ぱ
り
埒
が
明
か
な
い
。
こ
こ
に
、
そ
の
模
索
の
様
を
明
か
し
て
諸
賢
の
ご
教
示
を
仰
ご
う
と
思
う
。
今
夏
、
讀
賣
新
聞
の
ネ
ッ
ト
配
信
で
見
た
も
の
で
あ
る
。
◎
中
学
３
年
の
女
子
生
徒
に
よ
る
放
火
、
殺
人
未
遂
事
件
一
緒
に
自
宅
を
放
火
す
る
計
画
だ
っ
た
こ
と
を
明
か
し
た
と
い
う
。（22.7.9
）
似
た
よ
う
な
事
件
が
、
今
年
八
月
、
岐
阜
県
中
津
川
市
で
も
起
こ
っ
た
。
自
宅
に
灯
油
を
撒
い
て
火
を
つ
け
、
小
学
生
の
娘
を
死
な
せ
て
自
身
も
や
け
ど
で
入
院
し
た
男
が
、
病
院
を
抜
け
出
し
て
六
日
後
に
捕
ま
っ
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
の
「
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」（9.23
）
で
、
女
性
キ
ャ
ス
タ
ー
が
「
自
宅
を
放
火
し
て
」
と
報
じ
た
の
で
あ
る
。
わ
た
し
の
言
語
意
識
は
「
自
宅
に
放
火
」
を
よ
し
と
す
る
。
前
引
『
て
に
を
は
辞
典
』
の
「
放
火
す
る
」
の
結
合
語
は
、
対
象
の
「
ア
パ
ー
ト
に
／
家
に
／
自
宅
に
／
店
に
」
と
、
放
火
目
的
の
「
復
讐
に
」
で
あ
る
。
大
報
道
機
関
で
は
、
丹
念
に
練
ら
れ
た
原
稿
を
、
厳
し
く
訓
練
さ
れ
た
読
み
手
が
読
む
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
は
確
信
的
な
表
現
だ
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
の
他
の
動
詞
に
つ
い
て
、
た
ま
た
ま
目
に
し
た
も
の
を
あ
げ
る
。
「YA
H
O
O
!JA
PA
N
ニ
ュ
ー
ス
」
の
「
最
近
の
主
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
欄
に
は
、「
捕
鯨
豪
首
相
が
日
本
提
訴
を
言
及
」（22.2.19
）
と
あ
る
。
毎
日
新
聞
の
ネ
ッ
ト
配
信
記
事
に
、「
今
月
２３
日
に
は
、
地
元
発
の
航
空
会
社
「
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
」（FD
A
）
が
３
路
線
を
就
航
し
、
利
用
者
の
増
加
に
期
待
が
か
か
る
。」（22.7.4
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
記
者
の
署
名
入
り
で
あ
る
。
先
日
、
教
育
テ
レ
ビ
『
Ｎ
饗
ア
ワ
ー
』
で
、
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
「
シ
ュ
ー
マ
ン
を
注
目
し
た
」
を
耳
に
し
た
（22.10.17
）。『
て
に
を
は
辞
典
』
に
よ
る
「
注
目
す
る
」
の
結
合
語
は
、
ヲ
格
が
三
つ
、
ニ
格
が
八
つ
で
あ
る
。
文
化
庁
の
〈
新
こ
と
ば
シ
リ
ー
ズ
（
４
）〉『
言
葉
に
関
す
る
問
答
集
―
―
敬
語
編
（
２
）
―
―
』（
平
８
）
に
、「
最
近
の
敬
語
は
、
聞
き
手
を
配
慮
し
た
丁
寧
語
と
、
云
々
」（p.41
）
が
見
え
る
。「
に
配
慮
」
を
用
い
る
わ
た
し
に
、
こ
の
「
を
配
慮
」
は
不
自
然
で
あ
る
。
当
代
の
辞
書
が
「
配
慮
」
に
つ
い
て
、「
心
を
く
ば
る
こ
と
」
と
記
92
述
す
る
の
は
当
然
で
、
こ
の
「
心
」
は
話
し
手
の
心
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
諸
辞
書
の
作
例
は
「
当
人
の
気
持
ち
を
／
相
手
の
立
場
を
／
当
事
者
の
気
持
ち
を
―
す
る
」
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
「
話
し
手
の
心
を
相
手
の
気
持
ち
を
く
ば
る
」
と
な
る
。『
て
に
を
は
辞
典
』
の
「
配
慮
」
の
結
合
語
は
、
ヲ
格
支
配
に
は
「
貢
献
度
を
」「
幸
福
を
」
の
二
つ
だ
け
、
ニ
格
支
配
に
は
「
安
全
に
」「
感
情
に
」
な
ど
十
五
が
見
え
る
。
日
本
語
の
歴
史
に
お
け
る
格
助
詞
の
交
替
現
象
は
、「
京
都
へ
／
に
行
く
」「
水
が
／
を
飲
み
た
い
」
を
代
表
例
と
し
て
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
き
た
、
言
語
変
化
の
一
齣
と
し
て
、
あ
る
い
は
言
葉
の
「
ゆ
れ
」
と
し
て
。
だ
が
、
本
稿
で
見
て
き
た
の
は
、
そ
れ
ら
と
は
異
質
な
よ
う
だ
。
こ
れ
は
や
は
り
、
漢
語
の
熟
語
に
よ
る
サ
変
動
詞
に
特
有
の
現
象
と
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
漢
語
動
詞
の
格
支
配
が
「
か
ら
」「
に
」「
で
」
を
捨
て
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
あ
え
て
言
う
と
、「
を
」
一
つ
に
収
斂
す
る
現
象
、
漢
語
サ
変
動
詞
に
お
け
る
「
ヲ
格
単
一
支
配
」
の
進
行
で
あ
る
。
日
本
語
文
法
で
格
助
詞
を
構
文
機
能
で
番
付
す
る
と
、「
ガ
は
横
綱
、
ヲ
は
大
関
、
ニ
は
関
脇
、
以
下
は
平
幕
」
と
い
う
の
が
、
大
学
の
文
法
の
授
業
で
わ
た
し
が
よ
く
用
い
た
譬
喩
で
あ
る
。
主
格
の
ガ
を
別
格
と
す
る
と
、
ヲ
の
優
位
は
動
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
表
れ
な
の
だ
ろ
う
、
わ
た
し
は
不
要
と
考
え
る
「
を
」
を
無
闇
に
挿
入
し
た
表
現
が
は
び
こ
っ
て
い
る
。
細
川
内
閣
瓦
解
の
原
因
に
な
っ
た
深
夜
の
発
表
「
国
民
福
祉
税
を
創
設
を
い
た
し
ま
す
」
を
は
じ
め
、
わ
た
し
の
手
控
え
に
は
こ
の
手
の
表
現
が
う
よ
う
よ
し
て
い
る
。
発
言
者
を
明
記
せ
ず
に
い
く
つ
か
あ
げ
る
、「
犯
行
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
を
し
た
」「
事
件
が
発
生
を
し
た
」「
死
去
を
し
た
キ
ム
・
イ
ル
ソ
ン
」
な
ど
。
言
語
は
効
率
的
な
意
思
伝
達
の
方
向
に
進
む
。
そ
う
言
っ
て
、
す
べ
て
の
言
語
変
化
を
肯
定
的
に
受
け
と
め
る
人
も
あ
る
。
彼
は
こ
の
現
象
も
合
理
的
な
変
化
だ
と
言
う
だ
ろ
う
。
だ
が
、
は
た
し
て
そ
う
か
。
近
年
の
日
本
人
は
熟
語
の
構
造
を
考
え
る
こ
と
な
く
用
い
て
い
る
。
そ
こ
に
格
助
詞
「
を
」
が
侵
入
す
る
の
だ
、
わ
た
し
に
は
そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
日
本
に
お
け
る
漢
字
の
未
来
漢
字
を
め
ぐ
る
現
代
日
本
語
の
状
況
を
別
の
角
度
か
ら
見
て
お
こ
う
。共
同
募
金
に
関
す
る
報
道
で
、「
募
金
を
呼
び
か
け
る
」「
募
金
し
た
通
行
人
」「
募
金
が
集
ま
る
」「
募
金
を
届
け
た
」
な
ど
の
表
現
に
い
つ
も
接
す
る
。「
募
」
は
常
用
漢
字
、
中
学
校
で
は
訓
「
つ
の
る
」
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す
な
わ
ち
意
味
も
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
学
校
で
確
か
に
学
習
し
て
い
た
ら
右
に
書
い
た
よ
う
な
変
な
使
用
例
は
出
現
し
な
い
は
ず
だ
が
、
現
実
は
甘
く
な
い
。
こ
と
ば
は
体
系
の
中
に
あ
る
の
で
、
一
つ
だ
け
取
り
出
し
て
見
て
も
全
体
は
わ
か
ら
な
い
。「
募
金
」
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
語
彙
も
知
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。
募
金
の
呼
び
か
け
に
応
ず
る
こ
と
、
集
ま
っ
た
金
を
な
ん
と
言
い
、
ど
う
書
く
の
か
と
。
と
こ
ろ
が
、「
募
」
と
対
義
的
な
漢
字
は
常
用
漢
字
に
見
え
な
い
。
そ
こ
で
、
右
の
よ
う
な
間
に
合
わ
せ
と
し
か
言
え
な
い
表
現
が
氾
濫
す
る
の
だ
と
思
う
。
『
岩
波
国
語
辞
典
』
第
七
版
（
平
２１
）
の
「
募
金
」
の
項
に
は
次
の
補
足
記
事
が
あ
る
。
醵
金
・
寄
付
す
る
行
為
の
意
は
、
一
九
八
〇
年
ご
ろ
学
校
か
ら
広
ま
っ
た
誤
用
で
、
現
在
か
な
り
多
用
。
教
師
が
言
っ
た
「
―
の
お
金
を
持
っ
て
来
な
さ
い
」
な
ど
を
寄
付
の
金
銭
と
誤
解
し
た
せ
い
か
。
誤
用
の
始
ま
っ
た
時
期
を
特
定
し
た
鋭
い
指
摘
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
の
考
え
方
は
甘
い
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
一
歩
ふ
み
こ
ん
で
考
え
る
と
、「
醵
」
が
常
用
漢
字
に
な
く
て
「
醵
出
／
醵
金
」
が
使
え
な
い
の
で
、
何
で
も
「
募
金
」
で
済
ま
せ
た
の
だ
と
思
う
。
九
年
前
の
中
央
省
庁
再
編
の
さ
い
、「
文
部
省
」
が
「
文
部
科
学
省
」
に
変
わ
っ
た
。「
文
部
」
は
文
科
の
「
文
」
で
、「
理
科
」
軽
視
と
解
釈
し
た
ら
し
い
。「
文
」
の
内
実
は
多
様
で
、
時
代
に
よ
っ
て
解
釈
が
変
わ
っ
た
よ
う
だ
が
、
日
本
で
は
、
文
武
両
道
・
文
武
百
官
な
ど
の
言
葉
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
長
く
「
武
」
に
対
し
て
用
い
す
て
き
た
。
天
平
宝
字
二
年
、「
式
部
省
」
は
、「
文
官
の
考
賜
を
惣
べ
つ
か
さ
ど
掌
る
」
ゆ
え
「
文
部
省
」
と
改
称
さ
れ
、「
兵
部
省
」
も
「
武
部
省
」
に
改
称
さ
れ
た
（『
続
日
本
紀
』）
こ
と
が
そ
れ
を
よ
く
語
る
よ
う
に
思
う
。
中
近
世
、
ガ
ク
モ
ン
の
漢
字
表
記
は
「
学
問
」
よ
り
も
「
学
文
」
が
多
か
っ
た
。
昭
和
十
七
年
、
聖
戦
遂
行
の
た
め
、
文
部
省
に
「
科
学
局
」
を
設
置
し
た
。
昭
和
三
十
一
年
に
は
科
学
技
術
庁
を
設
け
、
今
度
は
そ
れ
を
吸
収
し
て
の
文
部
科
学
省
で
あ
る
。
官
僚
や
政
治
家
は
「
科
学
」
が
よ
ほ
ど
好
き
な
よ
う
だ
が
、
一
方
で
「
人
文
科
学
」「
社
会
科
学
」
と
も
言
う
の
だ
か
ら
、
省
名
に
「
科
学
」
を
入
れ
る
こ
と
に
さ
ほ
ど
意
味
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
近
代
は
「
文
―
理
」
の
対
義
関
係
が
一
般
的
な
の
に
、
文
部
科
学
省
と
い
う
奇
妙
な
名
称
に
し
た
う
え
、
略
し
て
「
文
科
省
」
と
書
く
。
こ
れ
は
「
理
科
」
排
除
の
表
明
の
よ
う
に
見
え
る
し
、
わ
た
し
は
つ
い
「
ブ
ン
カ
省
」
と
読
み
誤
る
。
な
ん
た
る
皮
肉
か
。
わ
が
国
の
国
会
に
も
愚
行
が
あ
る
。
俗
語
「
買
春
」
を
法
律
の
名
94
称
と
条
文
に
用
い
て
認
知
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
名
は
「
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」。『
岩
波
国
語
辞
典
』
第
七
版
、「
か
い
し
ゅ
ん
【
買
春
】」
の
項
に
は
、「
一
九
九
五
年
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
出
し
、
音
読
み
で
は
」
売
春
と
紛
れ
る
の
で
区
別
し
て
こ
う
言
う
の
だ
と
説
明
す
る
。
『
学
研
現
代
日
本
語
辞
典
』
改
訂
三
版
（
平
１４
）
に
は
、「
か
い
し
ゅ
ん
【
買
春
】〔
俗
〕⇒
買
春
ば
い
し
ゅ
ん
」
と
し
て
俗
語
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
国
会
は
、
常
用
漢
字
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
読
み
方
も
組
み
合
わ
せ
も
勝
手
放
題
だ
と
表
明
し
た
よ
う
な
も
の
だ
。
し
か
し
読
み
方
に
つ
い
て
は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
。
法
律
の
文
言
に
対
し
て
厳
密
を
通
り
こ
す
ほ
ど
細
か
く
う
る
さ
い
は
ず
な
の
に
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
能
天
気
な
の
だ
ろ
う
。
世
に
は
び
こ
る
奇
々
怪
々
な
漢
字
の
人
名
は
、
既
に
政
府
の
お
墨
付
き
な
の
だ
か
ら
、
そ
れ
と
平
仄
を
合
わ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
わ
た
し
の
脳
裏
に
浮
か
ぶ
未
来
の
日
本
に
は
、
漢
字
に
よ
る
異
様
な
光
景
が
広
が
っ
て
い
る
。
（
二
千
十
年
十
二
月
）
追
記初
校
の
刷
り
が
出
た
と
き
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
関
す
る
報
道
が
し
き
り
で
、
ラ
ジ
オ
で
聴
い
た
か
ぎ
り
で
は
、
す
べ
て
医
療
機
関
「
を
受
診
」
で
あ
っ
た
。
（
二
月
十
日
）
前
稿
の
訂
正
二
百
十
三
号
所
載
の
拙
稿
「
八
ツ
場
ダ
ム
」
の
う
ち
、
８８
ペ
イ
ジ
上
段
の
三
ヶ
所
の
元
号
「
長
享
」
は
、
い
ず
れ
も
「
貞
享
」
の
誤
り
で
す
。
謹
ん
で
訂
正
し
ま
す
。
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